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2023年 9月 30日 計測会総会・講演会 講演録 

  トヨタ自動車 新たな景色への挑戦 

 ～モビリティカンパニーへの変革を支えるトヨタ流 DX ～ 

講 師 トヨタ自動車株式会社 情報システム本部  

本部長 日比 稔之 氏 

 

                                        

 

 

 

 

((司会:小澤) 

それでは講演会を開催いたします。オンライン参加の

方は、マイクのミュートとカメラのオフをお願いします。  

寺倉さん、講師の日比さんの紹介をお願い致します。 

 

 (計測会会長:寺倉) 

それでは講演会の講師をご紹介いたします。日比稔

之さんです。平成4年に名工大の生産システム工学科

計測コースを卒業され、その後、平成 6 年に生産シス

テム工学専攻を修了されました。 

その後、トヨタ自動車に入られまして、情報システム

関係のお仕事に従事されてきました。現在は情報シス

テム本部長の重責を担われております。今日はDXとい

う切り口で、トヨタの取り組みなどをお話いただけるとお

聞きしております。それでは日比様よろしくお願いいたし

ます。  

 

(講師:日比氏) 

皆さんこんにちは。ただいまご紹介いただきましたトヨタ

自動車の日比と申します。本日は、皆さんの貴重なお

時間を頂戴いたしまして、今の弊社の状況を少し現場

目線からお話しさせていただきます。技術的な話とも思

ったのですが、せっかくの機会ですので、我々の会社が

今どんな方向に向かっていこうとしているのかといったこと

をお話しさせて頂きます。   

 

 

私の自己紹介です。先程ご紹介いただきましたが、

1994 年に当大学の生産システム工学科の大学院を

卒業しました。 今日、非常に嬉しいことに、恩師である

後藤俊幸先生もいらっしゃいますし、何より私をトヨタ自

動車に導いてくれた早川ちょうさんがいてくれることが非

常に嬉しい限りです。 やはり大学の恩師は、いつになっ

ても恩師ですね。先生が見ているというだけでなにか緊

張するものですね。  

1994 年 名古屋工業大学大学院生産システム工学専攻修了。 

同年   トヨタ自動車入社  

第 1システム部(現 DX開発推進部)配属 

2017 年 IT開発推進室発足とともに 

新規プロジェクトの改革組織を立ち上げる。 

2020 年 IT先行開発部 部長 

2022 年 情報システム本部 本部長 (現職) 
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トヨタ自動車へ入社以来、一貫して情報部門に従

事しております。会社が右肩上がりで成長している時代

から変革の時代へと まさにトヨタの変動の時期に携われ

ていると思っております。  

 

1.「トヨタ自動車の概要」 

弊社の概要ですが、社員数は今年度で約 8 万人に

なる勢いです。基本の拠点は本社豊田、東京、名古

屋で、今、私も 1 週間毎にこの 3 拠点をぐるぐると回り

ながらやっています。 国内生産拠点は、北は北海道、

南は九州までいろいろなところに分散し、協力会社の

皆さんの力を借りて頑張っております。海外の生産拠点

は、製造事業体 50 社、26 の国・地域で色々な車を

作っています。昨今の国内外の車両の生産台数は約

900万台で、間もなく 1000万台に近づく状況です。 コ

ロナの影響もありましたが、おかげさまで順調に推移し、

回復をしている状況です。 地域別の販売・生産の状

況ですが、やはり軸は、北米、アジアが中心になっていま

す。今後のポイントはヨーロッパそれから中国です。ここを

どのように増やしていくかがキーになっています。 あまり知

られていませんが、弊社の開発拠点は、海外含めてい

ろいろなところにあります。ヨーロッパではベルギー、ドイツ、

フランス。それからアメリカ、アジア、あとはオーストラリア。

グローバルで色々な開発、研究を行っています。  

 

2.「情報システム本部の概要」 

次に、私が在籍している情報システム本部の位置付

けですが、ヘッドオフィスに所属しております。 現在、約

700 名の社員がこの本部におります。そのカバー範囲は、

国内および海外を含めた全社のセキュリティ、サイバー

攻撃に対するガバナンス。 それから開発、生産、制御、

などの環境を支援しております。 情報システム本部とい

う名前から、システムを作っている部門ではないか思わ

れるかもしれませんが、どちらかというと、I T をソリューショ

ン、武器として色々なプロセスをイノベーションしていく、

新しいビジネスに対して企画していくといった側面も持っ

ております。 ですので、単純な情報部門というよりも、コ

ンサル的な側面の組織ともいえます。そして、来月から

新たにコネクティッドの分野も仲間入りします。昨今では、

車と車外がネットでつながるというのは、もう当たり前の

世界になってきています。今まではコネクティッドの分野

は独立した形をとっていましたが、もう車の中の一つとい

うことで、トップからはコネクティッドも視野に入れた新た

なビジネスバリューを生み出していって欲しいとの指示も

あり、少し膨れることになっております。また、情報システ

ム本部傘下に 3 つの子会社があり、社員数は合計で

約 4500名です。従って、国内外含めてざっと 5000名

強の人員で支援、企画を行っています。  

 

                             ©トヨタ自動車 

3.「これからの情報システム」 

情報システム本部の役割をお話ししましたが、これま

で、その目線はどちらかというとトヨタ自動車およびグルー

プ会社が中心になっていました。より良い車を作るには、

より早く車を作るためには、より効率的な生産をするに

は、各プロセスでどういったソリューションを使って実現させ

ていくのかを、一方でトヨタが大事にしていることを守りな

がらパラレルで物事を進めております。 

数年前に前社長の豊田章男がトヨタ自動車は、「モ

ビリティカンパニー」へ移っていくと宣言し、基幹システム

の刷新も含めて、デジタル化については 3 年で世界ナン

バーワンになれというメッセージがありました。いみじくも今

年が 3年目ですが、道半ばの状態です。 

この「モビリティカンパニー」というのは色々な付加価値

や新しいサービスというものが今後必要になってきますが、

その礎になるのは何かというと、今までこのトヨタの社内

で閉じていた情報、データというものを、より外に向けて

いくことです。それによって、例えば、ここの学生さんたち

がトヨタ自動車の車の情報を活用した新しい取り組み
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が研究としてできないかといったようなことです。ただ、今

の時点ではなかなかそういった環境までできていませんの

で、より早く、作り出そうとしている最中です。 

一方、85 年の歴史を持つこのトヨタ自動車で、何か

を変えること、これは想像している以上にハードルが高い

状況です。だからといっても諦めてはいけないので、I T と

いう武器を使って、今、トヨタではない人たちでもトヨタの

データ が見られる環境を作り始めている段階です。 

さらに、コネクティッドが入ってくることにより、B to B と

いうビジネススタイルから、 よりお客様を意識した環境、

会社とお客様を結ぶサービスの構築にシフトしていこうと

いう大方針の切り替えをちょうど先週、本部の社員に対

してもメッセージを出したところです。従来の我々の本部

が培ってきた役割とこれから我々が向かっていかなけれ

ばいけない役割には明らかに変化があるということを本

部のトップ自らがメンバーたちに直接訴えかけるということ

で、多少なれどもアクセルになればという思いでやってお

ります。  

 

4.「トヨタの歴史」 

トヨタは変わらなければいけない、変わっていこうという

ことですが、我々の変わっていく先が今世界の先頭を走

っている例えばテスラ自動車ですとか、中国の BYD 社

ですとかを真似ていけばいいのかというと、それでは全く

意味がありません。トヨタらしい変化というものが何だろう

かということで、よくメンバーたちに言うのは、迷ったら一度、

創業期からの歴史を振り返ってみたらどうかと。やはりト

ヨタの強みというのは、創業期から今に至るまでの諸先

輩たちが積み上げてきた道しるべ、ここに大きなヒントが

必ずある。これを無視した変化というのは所詮模倣でし

かないと考えております。 

トヨタのルーツは何だったのだろうか。豊田佐吉、喜一

郎は、G 型自動織機、AA 型の自動車、 こういったも

のをどういう思いで作ったのだろうか。例えば自動織機。

これは、いろいろなところにも載っていますが、今のトヨタ

と全く同じ思想になると言えます。当時、佐吉が母親を

楽にさせたいという思いで織機の自動化を実現しました。

今のトヨタに求められているのは、お客様がどうやったら

笑顔になるかなのです。トヨタを望んでくださるお客様を

どうしたら笑顔にさせることができるのだろうか。これが基

本中の基本になっています。全く創業期と今の時代とは

非常に似た状況になっているなと思います。 

  トヨタに関係されていらっしゃる方はよくお分かりのよう

に、基本はやはり「品質は工程で作り込む」です。これ

は長い歴史が経った今でも脈々と弊社の中に残ってい

る大切な一つであります。やはり変わっていくにしても、こ

こを無視しての変化というのは、おそらくトヨタらしくないだ

ろうということをコンセプトとしております。今、私がよく会

話しているのは大学を卒業したばかりの 20代前半の社

員や最近キャリアを積んできて途中から入ってきた社員

で、あまりトヨタの歴史をわからない、知らないという社員

たちです。そのようなメンバーが結構いますので、事ある

ごとに会話をしながら、トヨタのDNAを大事にしていく取

り組みをやっております。 数年前に「リーダーズ」という豊

田喜一郎をモデルとしたテレビドラマがありましたが、あの

ドラマでは、創業期の苦悩や、どういう思いで商品をお

客様に届けたか、どういう思いで国産自動車にこだわっ

たか。こういったことが本当に赤裸々に表現されておりま

す。 今の若い人たちに一生懸命抗弁をたれても、なか

なか納得感が得られないので、あのドラマをとにかく見ろ

と伝えると、意外に若者たちとのコミュニケーションになり

ます。そういったコミュニケーションをとりながら、トヨタの

DNA というものを今植え付けているという状況です。  

 

                             ©トヨタ自動車 

 

これは創業時からある「豊田綱領」というものです。こ

れもよく読んでみると、今の時代と全く一緒、普遍のもの

だといえます。やはりトヨタで従事する社員一人一人は
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この思いをしっかりと根底に植え付けた上で、今の時代

にどう向き合っていくのか。これが本当に求められると思

います。 

数年前にこの綱領を「豊田フィロソフィー」という形で

少し作り直しております。創業家の思いを少し今流に変

えたものです。今、社員に対しては、こういった思想、思

いというものを伝えておりますが、最初、私自身も入社し

て最初の頃はそんなことは関係ないよなと思いながらや

っていましたが、やはり物事の神髄に近づけば近づくほど、

この考え方の大事さということに気づいた一人であります。

ですので今、率先してこういうことをやっています。 

 

5.「現在のトヨタの取組み」 

これまで歴史的な話をしてきましたが、次に、今のトヨ

タの取り組みをご紹介いたします。ご存知のように今年、

社長が先の豊田章男から佐藤恒治に変わりました。そ

れとともに会社も大きなメッセージの変換がありました。

2018 年の CES(Consumer Electronics Show)に

おいて豊田章男が「モビリティカンパニー」というキーワード

を初めて世の中に広げたのですが、まさに今の新体制は

これを実現させるという思いで、社員一同、取り組んで

いる状況です。  

新しい体制で経営陣は若返りましたが、今のトヨタで

は上位層同士での会話が非常に頻繁に行われていま

す。チームでこの大きな会社を乗り越えようと、会話をす

る機会を多くしています。大事にしていることは、豊田章

男からの継承と我々が進むべき次の進化。これは先ほ

ど述べた、今までトヨタが歩んできた歴史を含めての軸に

なると思います。  

その中で昨今特に注目され、力を入れているのはカ

ーボンニュートラルと BEV(Battery EV)、電気自動車

の二つです。 

 

「カーボンニュートラルへの取組み」 

2050年には平均気温が2度上昇するというリサーチ

結果がいたるところで出ております。我々自身、何がや

れるのかを常に考え、脱炭素社会を製造業の観点から

しっかりやっていこうとしております。  

それで、よく世間でも言われております、イコール

BEV100%である。こういった国もありますが、弊社は一

貫して「マルチパスウェイ」を唱えております。 

 

                         ©トヨタ自動車 

 

これには色々な意味があります。BEV も当然やって

いかなくてはいけません。ただし、世界中の国がすべて

BEV に切り替わるとは思っていませんし、現実的にそれ

は無理だと思っています。 BEV になるということは、それ

だけ電気の資源、供給側もしっかり構築していかないと

いけませんし、さらにエネルギー源を作っていかなければ

いけません。世界中を見渡して、ここ何年かで BEV に

切り替わっていく国は、だいたいこれぐらいであろうというこ

とをリサーチしています。では、切り替われない国々はどう

するのか。そこでは HEV(ハイブリッド)やガソリンエンジン

が引き続き残っていきます。我々の会社のモットーは、ト

ヨタを応援してくださるお客様全ての人に笑顔を届ける、

BEVだけができればいいわけでもありません。当然、そう

いったお客様に対してもしっかりと寄り添って笑顔になっ

ていただく、満足していただくといった観点から「マルチパ

スウェイ」という形で進めております。 また、車だけが CO

₂ゼロにすればよいかというと、そういうわけでもありません。

車というものは当然作ったら運ばれます。 運んでお客様

の手元に渡ればそれを使ってもらいますが、車というもの

は未来永劫ではありません。やはり老朽化していきます。

老朽化していくとそれは廃棄ということになります。我々

はこれら全てのプロセスに対して、トータルでの CO₂ゼロ

を目指していくべきと考えています。当然、足元では、弊

社の各工場で CO₂がどれだけ出ているのかを見える化

すること等をやっておりますが、本当に目指すところは、ト
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ータルでコーディネートしていくことです。何故こういうこと

を言っているかというと、情報システム本部は間接部門

ですので、全てのプロセスに関わってくるからです。 トヨタ

自動車の I T部門なので車を作っているとろだけを見れ

ばよいのかというと、そうではなく、例えば廃棄業者との

間のデータをどうやって繋ぐのか。リサイクル業者とどうやっ

て絡めていくのか。ディーラーの情報とどう連携するのか

等、色々とやっていく必要があります。我々自身がこうい

った思いをぶらさず、繰り返し発信しています。 

 

 「炭素に国境はない」 

次に、「炭素に国境はない」ということです。これは、

日本国内だけでそれが実現できれば確かにハッピーです

が、先ほど言ったようなことを日本国内でやろうとすると、

いろいろな規制に当たります。我々としては、先ずはでき

ることをすぐに始めていこうじゃないかと。これは会社のト

ップ自らが言っております。  

その一例として、現在、タイの CP グループやサイアム

セメントグループとカーボンニュートラルに向けた取り組み

を進めております。これは、当然、タイという国をバックア

ップするものですが、タイという場所を使って日本でやろう

としていることの実現性の検証や課題の洗い出しを積

極的に進めるものです。なかなか弊社一社でできるよう

なことではありませんので、いろいろな業種の方々と、手

を取りながら進めている状況です。 

また、水素についても今年から専用のカンパニーを立

ち上げています。水素も「マルチパスウェイ」の大切な一

つの要素ですので、ここもしっかりと実現化していこうと今

年から組織化しました。 

 

「BEV 電気自動車への取組み」 

そして、もう一つの軸が BEV です。今、世間的に一

番注目をあびているのは BEV というフィールドだと思い

ます。皆さんご承知の通り、弊社は、このフィールドにお

いては少し出遅れ感があったのは否めないところで

す。 そこで、BEV についても専用のカンパニーを作りま

した。本当に車が好きなエンジニアたちが作る電気自動

車はどんなものになるのか、当本部のメンバーも、その中

で一緒になってやっておりますが、沢山の壁に当たってい

るといった悩みや嘆きをよく聞きます。しかし、彼らを見て

いると、非常に楽しそうにやっているなと感じます。当然

仕事なので苦しいと思いますが、何か新しいものを作り

上げようという、みんなの意気込みとそれをしっかり支え

ていこうという雰囲気で、BEV というものを社内でやって

おります。 

この 5 月に「BEV ファクトリー」という新しい組織を立

ち上げました。従来の 1000 万台生産というのは、今ま

でトヨタが作ってきた車のことを意味していますが、この

1000 万台のビジネスとは、完全に切り離した別組織で

立ち上げました。これは、今までトヨタがやってきた車づく

りとは違う形の車づくりにチャレンジしていくことを意味し

ています。現実的にどこまでどう、何が変わるかというのは

これからですが、この新組織のトップは中国での経験も

豊富であり、中国での車づくりと、今のトヨタの車づくりは

明らかに違っています。 では、その中国での作り方をこ

のトヨタでできるのか。これをやるためには多くの課題があ

りますし、今までの当たり前を壊さないといけません。こう

いったことを、彼と共に、今、会社の中で色々とトライを

しています。これもなかなか「はいそうですか。わかりまし

た」とはならずに苦労はしておりますが、こういった切り離

したチームをつくり、新しいトヨタというものを作ろうじゃな

いかと、進めているところです。  

BEV で未来を変えると、彼も言っております。やはり

これまでの経験を生かしながら、もっと進化した BEV を

作っていこう、もっとかっこいい、もっと楽しい、もっと素性

がいいものをと。これは当たり前のように聞こえますけれど

も、当たり前をやることが実は一番難しいと、ものづくりを

やってきた人間たちが一番理解していることです。なぜか

というと、今までと同じことを世の中に出しても、ワクワク

しません。 では、どうするか？なかなか答えが見つからな

いのですが、ある時、いきなり答えが見えたりとか、またそ

こが楽しかったり、 こんなことを、毎日やっているという状

況です。  

こういった新しい車づくり、ものづくり、ことづくりをやって

いこうとする時のカギは、IT の世界に例えれば、クラウド

をイメージすればよいと思います。 みんなが同じデータを、
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同じ時に、同じ場所で見て、それぞれの役割の人が、そ

のデータから自分たちに課せられているロールを全うし、

またそこへ返していく。それで、全体の整合性、最適性

というものを図り、また次のアクションにつなげる。これは

当たり前のことを普通に言ってるだけですが、これが非常

に難しいというのが実態です。今、我々がこの BEV 開

発という世界で、一丁目一番地で取り組んでいるのは

こういった環境づくりです。とにかくこの環境をBEVという

閉じた世界の中で作り上げると、もしかしたら、今作って

いる車には使われないデータでも、次の車で使われるよ

うな仕込みになるはずです。こういったことをやろうと進め

ています。これだけの大企業の中で変化させるということ

の難しさを みんなそれぞれが直面しております。直面し

ているからこそあきらめるのではなく、仕込もうじゃないか

ということで、トライしております。 

また、トヨタが目指すべき BEV というものを描いては

おりますが、やはり中国を軽視することはできません。中

国で出される車というのは非常にサービス性に富んでお

ります。こういったものも、真似るもの、それから亜流のも

のを作り出すもの、いろいろな観点でトヨタらしい次の電

気自動車を出そうじゃないかということで今メンバーたち

はやっています。 

 

6.「DXの取組み」 

では、トヨタの D X とは何なのか。目的はお客様のた

め、従業員のため、トヨタの未来のための三本柱です。 

トヨタが描く DX。これは、社内でも言っているのです

が、トヨタが大事にしているのは心・技とよく言いますが、

心は T P S(Toyota Production System)です。やは

りここの考え方を捨ててはいけない。そして、技というもの

がデジタルです。こういったものを掛け合わせたトヨタが生

み出すデジタル化というものを我々は今目指しておりま

す。 よく一般書の中にもありますが、DX の中身はデジ

タイゼーション、デジタライゼーション、トランスフォーメーシ

ョンといった切り口でよく語られますが、まだまだトヨタの現

在地はデジタライゼーションにやっと行ったかなという段階

です。  

本当にやらなければいけないのは、このトランスフォー

メーションです。ここへ行かないと景色は変わりません。も

う一歩さらに進ませないといけないということを言っていま

す。 

 

                        ©トヨタ自動車 

 

「デジタル人材の育成」 

現在、単純に施策だけをやっているわけではなく、全

社的な人材育成もやっています。この歴史ある会社で

すとデジタル人材といきなり言われても、「はあっ？」とな

ります。新入社員や若手の社員たちはすごく自然に馴

染むのですが、 一番馴染まなかったのがベテラン層で、

このベテラン層たちをどうやってこのカルチャーに変えるの

か。中には、「もう定年間近かだからほっといてくれよ」と

いう人もいます。しかし、そういう人たちが実は組織の権

力を持っていたりします。そうすると組織はなかなかうまく

順応しません。そこで、こういったデジタル人材像を定義

したり、育成のカリキュラムを作りました。 

 

                         ©トヨタ自動車 

 

さらに社内のトレーニング体系も作り上げました。これ

は若手社員が先生役になっていろいろと教えています。
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面白いことに、若い人たちが先生役となり、トヨタの肩書

のある人に教えるのです。最初は、十人ぐらい集めてや

ってみたところ全然ダメでした。みんな恥ずかしがって質

問しないのです。 そこでマンツーマン指導にしてみたとこ

ろ、これがすごく好評でした。結果、自主的に皆が受講

したいといってくるようになりました。それで分かってきたの

は、そういったベテランの方々というのは、本当は自分も

波に乗りたいのですが、やはり立場もあるので、今更聞

けないという方が結構いらっしゃいました。 そういう方々

に少し手を差しのべた結果かと思います。 

 

「みんなのデジタル化」 

もう一つの取組みは、「みんなのデジタル化」というも

のです。今までのトヨタでは、何か I T をやろうとすると、

必ず情報システムのところにというルートでやっていました。

しかし、それだけではなく、簡単なものは自分たちでやっ

てもらうようにしました。やれるための教育は、先ほどのカ

リキュラムの中に組みこみました。そうしたところ、2020

年から始めたのですが、2022 年には、一気に申請者

数で1万人にまでなりました。全員トヨタのプロパー社員

です。プロパーの方々が自分たちでシステム、ソフトを作

って、自分たちのプロセスに入れるようになりました。 

さらにハイレベルなもっと大きなシステムをやりたいとい

う人たちのために、よくベンチャーがやるようなガレージの

場を提供して、みんなが集まり、いっしょになってシステム

作りを行っています。 

こういった教育は、特に技能系の人たちが積極的に

取り組んでいただいたことが大きかったかと思います。ある

意味、リスキリング教育になっています。今まで技能系と

して工場の現場のスキルを持っていた方々の中でも、自

分たちも I T の技術を学びたいという人たちが増えて、

技術移転の場にもなってきています。 

 今、世間全体を見てもソフト人材を集めることは非常

に難しくなっていますので、我々としては、内部の社員た

ちを少しでもデジタル化にトランスフォーメーションさせよう

と、この活動は今も引き続きやっております。その結果、

かなりの数の人材が出てきております。 

 

                         ©トヨタ自動車 

 

また、前述のデータのオープン化として、「データ図書

館」という仕組みや、「情報ポスト」というコミュニケーショ

ンの場を作り、社員同士が自然に社内の情報を使い

回しをしたり、コミュニケーションできるようにしています。

「情報ポスト」というのは、例えば何か問題が起きた時に、

いちいちレポートあげるのではなく、この場に、例えば、次

のカローラの何々がまだ出ない、足りない。といったことを

つぶやくと、そこに関係する人たちによって、こんなことを

やらないか、あんなことを試してみないか、といった意見が

集まるような場になり、対応スピードがどんどん上がってい

きます。こういったことにも今チャレンジしております。 

 

 

                             ©トヨタ自動車 

 

7.「これからのトヨタと求められる人物像」 

これからのトヨタは「モビリティカンパニー」を目指すと言

っていますが、この会社にとっては車づくりが軸足です。こ

れがぶれることはないと思っています。ただ、そこだけにあ

ぐらをかくのではなく、より外とのサービス、より外との付加

価値、例えば、トヨタの車を買っていただいたお客様が、
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生活の中で自然にトヨタブランドに関わっているといった

世界ができないかと思っています。トヨタが持っているの

は車だけではありません。病院もファイナンスも持っており

ます。ボートも持っています。 こういったものが知らないう

ちにサービスとしてつながっていて、例えば、車に乗った時

に、「今日のご気分ならこんなサービスはどうでしょうか。

こんなアクティビティどうでしょうか」といったコンシェルジェ

的な役割ができるのではないかと考えています。また、例

えば車に乗っていても、そろそろこのパーツが劣化し始め

ているということが、自動オーダーとしてボタンを押せば、

そのパーツが補充されるといったことをトヨタという会社で

あればできるのではないか。技術的にもそれはできる時

代に来ているのではないか。そういった世界を作っていき

たいと思っております。 

 

                         ©トヨタ自動車 

 

この図は、今、我々が目指している環境です。 右側

の絵が車作り、左側にあるのがカスタマーエクスペリエン

スです。カスタマーエクスペリエンスというのは先ほどのトヨ

タの車の外の世界の話で、こういったものをしっかりとつな

げておいて、右側の車の中の情報は車の中でしっかりと

つなげていこうと。 この二つの世界をつなげることによって、

例えば車を買っていただいたお客様の声というものが、

次の車の開発に必然的につながっていき、車を開発し

た人たちの声が車をご購入された方に情報として渡され

る、こういった、車を軸とした循環社会を I T、データを活

用して実現させていくことをイメージしております。 

今、弊社はこのような世界を目指して、変革の輪を

広げ、幸せの量産を得るために、自動車産業 550 万

人の仲間のため、日本のものづくりのため、そしてみんな

の笑顔のためにやっていきたいと考えております。 

今日は、あまり学生さんは来られていないかもしれま

せんが、是非一緒にやってみたいと思っております。 今、

トヨタは、いろいろな経験、いろいろな価値観を持った

方々が必要になっております。トヨタだけではなく社会、

日本の未来のために多様な価値観でイノベーションを

推し進めていかないといけない。 車に興味がある、興味

がない。IT に詳しい、詳しくない。そうではなく、大事な

のは探求心、好奇心、それから最後はやはり謙虚・元

気。 こういった人物像が今のこの会社には必要だと思っ

てます。会社の中にいる年数はあまり関係なく、新入社

員でも一年目二年目の感性、トヨタの中で十年、

二 十年培った感性、そういった感性を組み合わせて新

しい世界を作っていく。これが今のトヨタ自動車だと思っ

ております。みんなが笑顔になれる新しい景色を目指し

て我々はやっていこうと思っております。 

ご静聴ありがとうございました。  

 

(司会) 

日比さん貴重なお話ありがとうございました。それでは質

問や意見、感想等をお受けしたいと思いますが、まず初

めに土工学科の昭和 36 年卒の宮武さん。お願いしま

す。 

 

(宮武) 

 どうも今日はありがとうございます。私は土木工学科 36

年に卒業した後、鹿島建設に勤めておりました。実は

23 年前、63 歳の時に退職しまして、会社を創業して

現在 JR 東海の新幹線等の鉄道関係の事をしており

ます。私は今日こういう話があるというので参ったのです

が、トヨタさんの手法には、こういった明るい仕事への持

って行き方を、以前もトヨタさんの現場の仕事もしたんで

すけど、すごいなぁと思っております。ちょっと他の会社と

は違うイメージがありますね。今日はお話を聞いてなにか

感じることがあるんじゃないかと思ってきたわけですけど、

感想はというと、どこの会社でも何かこう新しい時代とい

うのは、最近、倫理資本主義といったことが出てますね。
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ドイツのマルクス・ガブリエルですか。私、その本を読んで、

これからの社会はそういう倫理観のある社会であるべき

だと。私は昔からトヨタさんにはそういうような感じを持っ

ておったのですが、やはりそれが現在の成長というか素晴

らしい会社になったと思っています。 

今日はありがとうございました。 

 

(司会) 

続きまして、物理工学科応用物理分野 4年生の朝妻

さん、お願いします。 

 

(朝妻)  

本日は大変貴重な話をありとうございました。質問です

が、今日はスライドを見せていただいて、日比さんは大

変コミュニケーション能力が優れた方と感じました。若い

人たちがコミュニケーション能力を上げるために何か意識

したほうがよいことがあれば、アドバイスをお願いしたいの

ですが。 

 

 

(日比) 

はい、あの、僕にはコミュニケーション能力しかないので。  

意識することは簡単です。人に興味を持つことです。 ど

んな人でもその人の得手、不得手があります。よく人間

というのは他人の欠点を見つけがちですけれども、そうで

はなくて、その人の良さを見つけると、その人を嫌いには

なりません。そうすると、必然的に仲間が増えます。僕み

たいな技術が高くない人間でも仲間に支えられています。

僕が唯一自慢できるとすれば、やっぱり自分の人脈です。

自分が困ったときにすぐに助けを求める仲間たちがすごく

たくさんいます。これによって、この会社でいろんなことを

やろうとした時に、人で困ったってことが実はあまりないで

す。 必ずこの人、あの人を経由して、ちょっと集めてくれ

とかですね。こういう分類の人間が欲しいとかってやって

いくと集まります。  

もう一つ大事なのは自分自身の軸です。自分が何をや

りたいのか、人が人を集めるということは、その人に自分

が何をやりたいかという意思をちゃんと伝えれること。これ

ができればやっていけます。 

 

(司会) 

他に質問とかご意見はありますでしょうか。  

では、物理工学科応用物理分野 3 年生で、名工大

野球部の大須賀キャプテンから質問を預かっております

ので代読します。今日は 2 部リーグの試合があって、残

念ながら会場に来ることができないとのことです。 

「学生生活のうちにやっておいたほうが良いことを教えて

下さい。」とのことです。どうでしょうか？  

 

(日比)  

ちゃんと勉強することは必要ですが、本当にやらなけれ

ばいけないのは、今を楽しむことだと思います。  

これは会社でもそうなんですけど。 自分が本当に楽しま

ないと人は動かせないです。 いい商品はできないです。

やはり、その時、その時で、全力で取り組む。全力で楽

しむ。これが僕は一番大事なんじゃないかなと思います。

当然、将来を見据えてやることもありますけれども。野球

であれば本当に野球に没頭するのはいいことです。でも、

単位は取らないといけませんが。僕は本当に今を全力

でやることが必ず将来につながると思っていますのでその

言葉を送ります。 

 

(司会)  

ありがとうございます。では、そろそろお時間もなくなりまし

たの以上で終了とさせていただきます。 

日比さんどうもありがとうございました。 

 

 


